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ＴＭＩ事故の環境異変（1979年秋）

• 中尾ハジメさん（京都精華大）たちと現地調査

「スリーマイル島」に詳しい（公開されている）

①異常現象：一時的に避難した住民の証言が多い

②住民の測定結果：核シェルターと測定器

③放出放射能：一体どれだけだったのか？Ｉ（129）？
④住民の発ガン調査：継続して行われていた

⑤異変調査：計画はしたが失敗だった

⑥タンポポの葉の巨大化：それ以外にも異変報告

⑦圧力容器内・残留水中の藻：真相は不明のまま？











ＴＭＩ事故・影響は、正
確に把握されていると
言えるのか？
私が知らない・・だけかもし
れないが、私が感じたこと

☆現地に調査に行った外国
グループは私たちだけだっ
た・・ことに驚いた。

☆ヨウ素１３１の放出量の
相違は何故なのか？セシウ
ムとヨウ素が結合したと言う
のは本当か？

☆何故、セシウム１３４が泥
中に多かったのか？

☆圧力容器の中の「藻」は

全てが「新種」だったと報道
されたのに、何故、正式な
報告がないのか？

☆政府の疫学調査がなされ
た様には思えない。残念な
がら「臭いものには蓋」のよ
うに感じ続けてきた。



住民の測定記録

電離箱：最大メモリは
～1000rem、核シェル
ターの備品らしい。

僅かな増加を測定し
ていて「今なお放出さ
れている」というので

持参して頂いた。

雨の時に増加！！







チェルノブイリ事故の環境異変
・今中さんの案内で現地へ（2000年3月）

①「モスクワ・ニュース」（ロシア語）で知る異変

「6本足の小牛の誕生」など

②巨大な鶏の出現：本当か？報道のみで写真は

無かった

③植物の葉の巨大化：写真あり。

成長ホルモンと異なり、成長抑圧ホルモンは

放射線に弱い・・との論文が１件あったはず

④木の年輪中のC14測定を計画：京大のAMSでは

感度が悪いので断念。断層に関して2003年に論文











電磁波被曝の環境影響

Ionizing RadiationとNon‐Ionizing Radiation
類似と相違：規制に関する考え方に影響

①電磁波と進化：地球環境問題は電磁波問題
でもある。シューマン共振と脳波・・など

②生物と電磁波の関係：生体は電気信号で動く
③電磁波被曝による生物への影響：論文多し
④影響メカニズム：不明だが「マイクロＲＮＡ」な

どの論文も登場している。
⑤各国の動きなど：野鳥の激減への関心。

Prevention⇒Precautionへ。ICRPとICNIRPの差













発ガンの効果：Promoter?とInitiator?



RF電磁波のEcological Effect研究

レビュー論文：Environ.Intern.51(2013)116‐140
①113論文中「影響あり74件」「影響なし39件」

②鳥53%、昆虫88%、植物75%で「影響あり」

③実験室研究が多く、フィールド研究は少ない

④0.000001mW/cm2～100mW/cm2の範囲の

研究がある。携帯電話はICNIRPで1mW/cm2
⑤フィールド研究で有名なのが「Balmori論文」







携帯電話・基地局など周辺の異常（酸化ストレス？）
異常報告のある生物：シュバシコウ、家スズメ、ハチ、アリ、

オタマジャクシ、渡りドリ、コウモリ、ライチョウ、イナゴ、メダカ、
ポプラ、大豆、トマト、アオウキクサ、ヒマワリ・・・など











高周波被曝と精子影響（100以上の論文があり、強い相関がある）









電離放射線と非電離放射線との類似と相違に関するワークショップ







荻野晃也/講演

☆おわりに（私の感想も含めて）

科学技術に関する日本の選択は適切か：（例）50Hzと60Hzや
加圧水型炉PWRと沸騰水型炉BWRの比較リスクはどうか？

電磁波問題にも、日本の研究すべき重要テーマがあるのに、何
故しないのか？（例）「カルシウム漏洩」「精子影響」など

環境問題に関しては、ＥＵ諸国のように「予防原則・思想」の広が
ることが重要ではないか？PreventionとＰｒｅｃａｕｔｉｏｎの相違。

マイクロRNAやムラサキツユクサの研究がなされていないように
思えるのだが、何故なのだろうか？

環境影響研究の交絡因子として電磁波影響も重要では？最近
では複合影響（放射線・Ｘ線・薬など）研究もある。

研究会が立派な科学的成果を上げることを期待します。

チェルノブイリ（当初は秘匿されていたが）よりもＴＭＩの方が秘密
主義だったように私には思われる。福島の場合はどうなのだろ
うか？心配になっている。福島原発周辺への希望する研究者
全ての「調査立入り」を容易にして欲しい。


